
家畜防疫互助基金支援事業のお問い合わせは以下の道府県畜産協会等に御連絡下さい。

家畜防疫互助基金支援事業の内容に関するお問い合わせ先

 ➡ 　

平成30年9月以降の豚熱発生事例のうち、40農場について家畜伝染病予防法に
基づく手当金の減額又は不交付措置が講じられています。
（令和7年6月17日現在）
同様に互助金についても減額又は不交付となる場合があります。

（農林水産省HP）
※手当金の減額理由の詳細は右のQRコードからご覧下さい

　契約対象農場において、当該農場の経営を再開する場合に、家畜の導入を完了するまでの空
舎期間に要する労賃、地代、減価償却費等の固定経費を支援します。

経営支援互助金とその単価

　万一対象疾病が発生した場合、交付申請に基づき互助金が支払われます。ただし、 家畜の伝
染病の発生の予防又はまん延を防止する為に必要な措置を講じなかった場合には、互助金が
減額又は支払われない場合があります。

互助金の交付

　交付された互助金は税金がかかりますので、収入として計上することになります。

互助金の経理上の取扱い

※互助金は、契約頭数を上限に殺処分頭数又は導入計画頭数のいずれか少ない頭数(交付対象
頭数)に基づき交付されます。

互助金の交付対象頭数

農家 A 契約頭数100頭
殺処分頭数
80頭

導入計画頭数
90頭

交付対象頭数
80頭

農家 B 契約頭数100頭
殺処分頭数
80頭

導入計画頭数
70頭

交付対象頭数
70頭

農家 C 契約頭数100頭
殺処分頭数
120頭

導入計画頭数
110頭

交付対象頭数
100頭

家畜の種類
互助金の上限単価（1頭当たり）

経営支援互助金

豚

家族型
繁殖用種豚（雌） 49,000 円
繁殖用種豚（雄） 49,000 円
肥育豚 10,000 円

企業型
繁殖用種豚（雌） 56,000 円
繁殖用種豚（雄） 56,000 円
肥育豚 11,000 円

注：1.国等の事業を利用し、新たに導入する家畜については、経営支援互助金の交付対象頭数から除かれます。
　　2.豚の互助金の交付対象は、離乳後の豚（21日齢以上）です。

家畜防疫互助基金における
豚の生産者積立金の

追加納付の御協力のお願い

家畜防疫互助基金における
豚の生産者積立金の

追加納付の御協力のお願い

（牛・豚家畜防疫互助基金支援事業）

今期事業対策期間（令和6年度～令和8年度）の家畜防疫互助基金は、豚熱の発生
が続き、基金が大幅に減少する見込みのため、生産者積立金の追加納付に御協力
をお願いします。
この機会に、万一の豚熱等の発生に備え新たに家畜防疫互助基金に加入すること
（途中加入）も出来ます。

令和7年度



詳細情報はこちら（農林水産省HP）

参考 今期事業対策期間の生産者積立金の状況

豚熱について： アフリカ豚熱について：飼養衛生管理基準について：

① 生産者積立金の単価
　種類・区分ごとの生産者積立金の単価は次のとおりです。

② 生産者積立金の納付

〔既存加入者〕
■　追加納付生産者積立金として、既存の契約頭数に追加納付生産者積立金の単価（B）を
乗じた額を納付していただきます。

〔新規加入者〕
■　新規加入者については、申込頭数に当初分と追加納付分を合わせた単価（A+B）を乗じ
た額を納付していただきます。

追加納付積立金

●　今期事業対策期間（令和6年度～令和8年度）の豚の生産者積立金は729百万円となって
いますが、これまでに豚熱が発生した8農場と関連農場として殺処分対象となった4農場へ
の互助金の交付により、生産者積立金の残額は約4割の278百万円に減少する見込みです。
●　残る事業期間が約1年6ヶ月となる中で事業期間後半の豚熱等の発生と互助金の円滑な
支払いに備え、今回豚の生産者積立金の追加納付をお願いすることといたしました。

●　追加納付の単価は、既に納付いただいた生産者積立金の0.6倍の額となります。

豚の生産者積立金の追加納付が必要な理由

〔既存加入者〕
　既に加入いただいている全ての生産者に追加納付の御協力をいただきます。

〔新規加入者（途中加入者）〕
　加入いただいていない生産者のうち、豚熱等の発生に備え、加入の希望を持っていただいて
いる生産者が対象となります。

生産者積立金の追加納付の御協力をいただく生産者

　生産者積立金は、事業対策期間（令和6年度～令和8年度）に対象疾病が発生した生産者へ
の互助金交付見込額を差し引いた残額を令和9年7月頃に暫定払戻を行い、全ての生産者へ
の互助金交付終了後に、最終払戻を行います。

無事戻しについて

　生産者積立金は「仮払金」として処理してください。対象疾病の発生に伴う互助金の交付に
より生産者積立金の取崩があった場合には、生産者積立金の返戻時に取崩額をご連絡します
ので、その金額を経費として処理してください。

生産者積立金の経理上の取扱い

① 既存加入者
●　各畜産協会等から生産者積立金の追加納付の協力依頼文を送付し、応諾いただけるか
どうかの確認を行います。
●　応諾いただいた生産者には、各畜産協会等から追加納付分の生産者積立金の支払いを
請求します。
●　畜産協会等が指定する口座に、納付期日までに生産者積立金を納付していただきます。
●　残る事業期間中に豚熱等の交付対象疾病が発生した場合は、追加納付していただいた
生産者には、互助金を支払いますが、追加納付していただけなかった生産者は、契約を解
除しますので互助金は支払われません。

〔追加納付に係る契約頭数〕
　既存加入者については、現在の契約頭数とします。　

② 新規加入者 
●　新規加入申込を希望する方は、「家畜防疫互助金交付契約の申込書」を令和8年1月末
までに各畜産協会等又は農協等の委託先に提出します。
●　申込を受けた各畜産協会等は、交付契約を締結し、生産者積立金（当初分と追加納付
分）の支払いを請求しますので、新規加入者は各畜産協会等が指定する口座に、納付期日
までに生産者積立金の納付をお願いします。
●　契約の効力は、令和8年4月1日から令和9年3月31日までとし、この期間中に豚熱等
の交付対象疾病が発生した場合は互助金を支払います。
●　万が一、生産者積立金の納付日から令和8年3月31日までに交付対象疾病が発生した
場合は、契約は無効となりますので、生産者積立金は返還します。

〔新規加入に係る契約頭数〕
　新規加入者については、申込の契約頭数とします。

主な手続き

百万円

 

①令和7年3月現在 

②豚熱発生農場（12）への互助金交付（見込） 

③生産者積立金残額（① ー ②）  

 

729

451

278（38.2％）

家畜の
種類 契約区分 家畜の区分 A+B

当初の

A

生産者積立金の
単価（1頭当たり）

追加納付
生産者積立金の
単価（1頭当たり）
B=Aの 0.6倍

豚

家族型

繁殖用種豚（雌） 340 204

繁殖用種豚（雄） 340 204

肥育豚 60 36

企業型

繁殖用種豚（雌） 380 228

繁殖用種豚（雄） 380 228

肥育豚 70 42

544

544

96

608

608

112

注：1. 繁殖用種豚には繁殖の用に供される予定の雌及び雄の豚を含みます。
　　2. 契約対象となるのは離乳後の豚となります。

家族型で契約している場合の例
〔既存加入者〕
母豚100頭で契約 　

 
                                     　
※20,400（円）を納付

〔新規加入者〕
新たに母豚100頭で契約 当初分:      A 100（頭）×340（円）＝34,000（円）
    追加納付分:B 100（頭）×204（円）＝20,400（円）
 
                                                100頭
※34,000（円）+20,400（円）の54,400（円）を納付

 

当初分:      A 100（頭）×340（円）＝34,000（円）
追加納付分:B 100（頭）×204（円）＝20,400（円）

          100頭



詳細情報はこちら（農林水産省HP）
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主な手続き

百万円

 

①令和7年3月現在 

②豚熱発生農場（12）への互助金交付（見込） 

③生産者積立金残額（① ー ②）  

 

729

451

278（38.2％）

家畜の
種類 契約区分 家畜の区分 A+B

当初の

A

生産者積立金の
単価（1頭当たり）

追加納付
生産者積立金の
単価（1頭当たり）
B=Aの 0.6倍

豚

家族型

繁殖用種豚（雌） 340 204

繁殖用種豚（雄） 340 204

肥育豚 60 36

企業型

繁殖用種豚（雌） 380 228

繁殖用種豚（雄） 380 228

肥育豚 70 42

544

544

96

608

608

112

注：1. 繁殖用種豚には繁殖の用に供される予定の雌及び雄の豚を含みます。
　　2. 契約対象となるのは離乳後の豚となります。

家族型で契約している場合の例
〔既存加入者〕
母豚100頭で契約 　

 
                                     　
※20,400（円）を納付

〔新規加入者〕
新たに母豚100頭で契約 当初分:      A 100（頭）×340（円）＝34,000（円）
    追加納付分:B 100（頭）×204（円）＝20,400（円）
 
                                                100頭
※34,000（円）+20,400（円）の54,400（円）を納付

 

当初分:      A 100（頭）×340（円）＝34,000（円）
追加納付分:B 100（頭）×204（円）＝20,400（円）

          100頭



家畜防疫互助基金支援事業のお問い合わせは以下の道府県畜産協会等に御連絡下さい。

家畜防疫互助基金支援事業の内容に関するお問い合わせ先

 ➡ 　

平成30年9月以降の豚熱発生事例のうち、40農場について家畜伝染病予防法に
基づく手当金の減額又は不交付措置が講じられています。
（令和7年6月17日現在）
同様に互助金についても減額又は不交付となる場合があります。

（農林水産省HP）
※手当金の減額理由の詳細は右のQRコードからご覧下さい

　契約対象農場において、当該農場の経営を再開する場合に、家畜の導入を完了するまでの空
舎期間に要する労賃、地代、減価償却費等の固定経費を支援します。

経営支援互助金とその単価

　万一対象疾病が発生した場合、交付申請に基づき互助金が支払われます。ただし、 家畜の伝
染病の発生の予防又はまん延を防止する為に必要な措置を講じなかった場合には、互助金が
減額又は支払われない場合があります。

互助金の交付

　交付された互助金は税金がかかりますので、収入として計上することになります。

互助金の経理上の取扱い

※互助金は、契約頭数を上限に殺処分頭数又は導入計画頭数のいずれか少ない頭数(交付対象
頭数)に基づき交付されます。

互助金の交付対象頭数

農家 A 契約頭数100頭
殺処分頭数
80頭

導入計画頭数
90頭

交付対象頭数
80頭

農家 B 契約頭数100頭
殺処分頭数
80頭

導入計画頭数
70頭

交付対象頭数
70頭

農家 C 契約頭数100頭
殺処分頭数
120頭

導入計画頭数
110頭

交付対象頭数
100頭

家畜の種類
互助金の上限単価（1頭当たり）

経営支援互助金

豚

家族型
繁殖用種豚（雌） 49,000 円
繁殖用種豚（雄） 49,000 円
肥育豚 10,000 円

企業型
繁殖用種豚（雌） 56,000 円
繁殖用種豚（雄） 56,000 円
肥育豚 11,000 円

注：1.国等の事業を利用し、新たに導入する家畜については、経営支援互助金の交付対象頭数から除かれます。
　　2.豚の互助金の交付対象は、離乳後の豚（21日齢以上）です。

家畜防疫互助基金における
豚の生産者積立金の

追加納付の御協力のお願い

家畜防疫互助基金における
豚の生産者積立金の

追加納付の御協力のお願い

（牛・豚家畜防疫互助基金支援事業）

今期事業対策期間（令和6年度～令和8年度）の家畜防疫互助基金は、豚熱の発生
が続き、基金が大幅に減少する見込みのため、生産者積立金の追加納付に御協力
をお願いします。
この機会に、万一の豚熱等の発生に備え新たに家畜防疫互助基金に加入すること
（途中加入）も出来ます。

令和7年度



家畜防疫互助基金支援事業のお問い合わせは以下の道府県畜産協会等に御連絡下さい。

家畜防疫互助基金支援事業の内容に関するお問い合わせ先

 ➡ 　

平成30年9月以降の豚熱発生事例のうち、40農場について家畜伝染病予防法に
基づく手当金の減額又は不交付措置が講じられています。
（令和7年6月17日現在）
同様に互助金についても減額又は不交付となる場合があります。

（農林水産省HP）
※手当金の減額理由の詳細は右のQRコードからご覧下さい

　契約対象農場において、当該農場の経営を再開する場合に、家畜の導入を完了するまでの空
舎期間に要する労賃、地代、減価償却費等の固定経費を支援します。

経営支援互助金とその単価

　万一対象疾病が発生した場合、交付申請に基づき互助金が支払われます。ただし、 家畜の伝
染病の発生の予防又はまん延を防止する為に必要な措置を講じなかった場合には、互助金が
減額又は支払われない場合があります。

互助金の交付

　交付された互助金は税金がかかりますので、収入として計上することになります。

互助金の経理上の取扱い

※互助金は、契約頭数を上限に殺処分頭数又は導入計画頭数のいずれか少ない頭数(交付対象
頭数)に基づき交付されます。

互助金の交付対象頭数

農家 A 契約頭数100頭
殺処分頭数
80頭

導入計画頭数
90頭

交付対象頭数
80頭

農家 B 契約頭数100頭
殺処分頭数
80頭

導入計画頭数
70頭

交付対象頭数
70頭

農家 C 契約頭数100頭
殺処分頭数
120頭

導入計画頭数
110頭

交付対象頭数
100頭

家畜の種類
互助金の上限単価（1頭当たり）

経営支援互助金

豚

家族型
繁殖用種豚（雌） 49,000 円
繁殖用種豚（雄） 49,000 円
肥育豚 10,000 円

企業型
繁殖用種豚（雌） 56,000 円
繁殖用種豚（雄） 56,000 円
肥育豚 11,000 円

注：1.国等の事業を利用し、新たに導入する家畜については、経営支援互助金の交付対象頭数から除かれます。
　　2.豚の互助金の交付対象は、離乳後の豚（21日齢以上）です。

家畜防疫互助基金における
豚の生産者積立金の

追加納付の御協力のお願い

家畜防疫互助基金における
豚の生産者積立金の

追加納付の御協力のお願い

（牛・豚家畜防疫互助基金支援事業）

今期事業対策期間（令和6年度～令和8年度）の家畜防疫互助基金は、豚熱の発生
が続き、基金が大幅に減少する見込みのため、生産者積立金の追加納付に御協力
をお願いします。
この機会に、万一の豚熱等の発生に備え新たに家畜防疫互助基金に加入すること
（途中加入）も出来ます。

令和7年度


